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論  文  内  容  の  要  旨  

 

 近年、高尿酸血症のみならず低尿酸血症も、急性腎障害や慢性腎臓病（CKD）の発

症に対するのと同様に、心血管病の危険因子であることが明らかにされている。しか

し、CKD の進展に低尿酸血症が与える影響については明らかではない。今回我々は、

CKD の最も多い原因のひとつである IgA 腎症の患者を対象に、血清尿酸値と CKD の進

展との関係について検討した。 1979 年 10 月から 2010 年 12 月の間に腎生検で IgA 腎症

と診断された 1218 名の患者を後ろ向きに調査した。対象患者は、血清尿酸値によって

3 群に分けた。低値（L）群、中等値（M）群、高値（H）群とし、男性においては、

<6.1、 6.1–7.0、および  >7.0 mg/dL、女性においては、  <4.4、 4.4–5.3、および  >5.3 
mg/dL とした。末期腎不全への進展の評価に、Cox の比例ハザードモデルを用いた。観

察期間（中央値 5.1 年間）の間に、 142 名（11.7%）が末期腎不全に至った。男女ごと

の、M 群に対する末期腎不全のハザード比  [95%信頼区間 ]は、男性では、L 群 1.18 
[0.55–2.54]、M 群 1.00 [対照 ]、H 群  1.80 [1.01–3.10]、女性では、L 群 2.73 [1.10–
6.76]、M 群 1.00 [対照 ]、H 群  2.49 [1.16–5.34] であり、いずれも J カーブ現象を示し

た。女性においては、高尿酸血症のみならず、低尿酸血症も末期腎不全発症の独立した

危険因子であった。この結果より、 IgA 腎症患者において血清尿酸値は末期腎不全と J
型の相関関係を有し、特に女性において顕著であることが示唆された。 

 
 
 

  


